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背景とねらい�
　東北地方太平洋沖地震津波クラスの巨大津
波に対しては、海岸堤防による防災だけでな
く、浸水を許容しつつ、重要なインフラを確
実に防御する減災技術が現実的です。このた
め、農研機構では後背農地を氾濫のバッファ
ーとし、農道等を内陸堤として活用する減災
技術（減災農地）を提案しています。しかし、
実際の計画策定あたっては、どの程度の減災
効果が得られるのかを明らかにする必要があ
ります。そこで、水理模型実験により減災農
地の津波遡上抑制効果を検証しました。�
�
減災農地のイメージ（図１）�
　減災農地は、消波工、防潮林および海岸堤
防による減勢に加えて、高盛土の農道を配置
し、これらに内陸堤の機能を持たせて津波の
遡上抑制を期待するものです。�
�
成果の概要�
　現況地形では、津波継続時間を変化させた
いずれのケースでも海岸堤防を越水した津波

は減勢されることなく内陸部終端まで駆け上
がりましたが、減災農地ではいずれのケース
でも津波浸水速度が低下し、平均して約44%
の津波減勢効果が得られました（図２）。�
津波継続時間が短いケースでは、遡上した津
波は３線堤を越水しませんでしたが、津波継
続時間が長くなると、越水量が増えて背後農
地の湛水深が３線堤の天端を越え、内陸部に
浸水しました。しかし、氾濫水は減勢されて
おり、内陸部の遡上高は３線堤の天端標高を
若干超える程度でした。今回の実験ケースで
は、３線堤前面の位置での津波到達時間で評
価すると、およそ２分の津波到達遅延効果が
得られました（図３）。�

図１　背後農地を活用した巨大津波減勢のイメージ

図３　津波波高と3線堤前面の浸水深の変化

a）津波継続時間が短い場合（ケース1） b）津波継続時間が長い場合（ケース13）

図２　津波浸水速度の比較


